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わたしは、こういうひとをみました。 

はがないおじいちゃんは、おかゆみたいなごはんをスプーンでたべていまし

た。おばあちゃんは、ぼうみたなものをもってあるいていました。たいやのつい

たいすにのっておでかけしているひともいました。 

 みたときに、かわいそうだからたすけてあげたいとおもったけど、はずかしく

てできませんでした。でも、もしかしてわたしがたすけてあげたら、うれしかっ

たかもしれません。 

 あと、こういうひともみました。 

 めがみえないひとが、きいろのぽちぽちのうえをあるきました。みみがきこえ

ないひとは、てをつかってあいずしていました。おにいちゃんがしゅわとおしえ

てくれました。 

 わたしは、たいへんだなとおもいます。 

 でも、そういうひとがあんまりたいへんにならないように、きいろのぽちぽち

がたくさんあったり、しゅわやテレビのがめんのしたのほうに、じがあるんだよ

とおとうさんがいっていました。すこしだけらくちんになったり、たいへんじゃ

ないようになるものが、わたしのまわりにいっぱいあってすごいとおもいます。 

 わたしが、たすけようとしたら、だいじょうぶですと、ことわられるかもしれ

ません。 

 でも、わたしのてがやくにたつときがあります。おばあちゃんがぼうをわすれ

たら、てをつないでいっしょにあるきます。きいろのぽちぽちがないどうろでは、

わたしがおはなしして、てをひっぱってあげます。わたしは、しゅわはできない

けど、てがみやえはとくいです。 

 たすけてあげるのはどきどきするけど、わたしのてがだれかのやくにたって、

こころがぽかぽかすると、わたしもうれしいです。 

 これから、わたしは、だれかいたら、てをだしてあげてやくにたってみたいで

す。 

 


